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R2年度から、
『新規採用職員育成支援事業』スタート

□高校の新卒者を毎年3名ずつ、10年間採用する計画
□採用後2年間は、林業大学校に派遣して知識習得
■R4年度から毎年3名が帰任し、森林技術者としての勤務開始



「見て覚えろ」と言われて必死にやってきた。

そりゃ新人には丁寧に教えてあげたいけど、

そもそも俺だって、まともな指導を受けてないしなぁ。。



当組合のこれまでの教育・訓練体制の反省として
「先輩の背中を見て自分で盗め」となりがちだったことが
非効率や事故の誘発につながったことが挙げられる。

これを、今、断ち切らなければならない。

（2022/6 現場技術者育成に関する打合記録より）



指導者養成研修（Woodsman Workshop LLC.水野氏）受講

Check＆Clinic 作業の分解と再構築



・すべての動作を細かく分析、言語化
→新人に数値や言葉で説明できる“指導技術”

・反復練習による基礎訓練の必要性を実感

指導者養成研修（Woodsman Workshop LLC.水野氏）受講



“育成班” カリキュラム、指導者マニュアル を作成中



“育成班” カリキュラム、指導者マニュアル を作成中



【伐倒練習機 MTW-01】
・指導者研修講師の水野氏らが開発※特許取得

・勾配は0°～25°で設定可能
・繰り返し、斜面で、基礎技術の反復練習

・R4当時、愛知県には2台導入
（林業センター、民間企業）

・R4年度は愛知県林業センターから借受け
→R5.4豊田森林組合でも導入

☆伐倒フォーム分析、フォームづくりには
指導技術の訓練を受けたトレーナーが必須



「やってみろ」から
「まず基礎訓練」へ

林内実習
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“育成班”のOJT状況



伐倒基礎訓練を
徹底
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林内実習

育成班トレーナーは
チェンソー使いません



林内実習

一本ごと、
全作業を振り返り



外部講師による
伐倒基礎訓練

外部研修



育成班2期生 Y君

「step①②」トレーニングの様子



あさイチ 目立てチェック



いい刃がついてる！

水平切りやってみるか！
準備運動していいぞ

※セリフは 後付け です。。



落とさんように・・
水平
水平・・・・。

ウォーミングアップ



水平
水平
水平・・・・。

切 削



くぅ------。

また
“切り下がり”やな

水準器チェック



Ｘ方向傾き（チェンソー進行方向）
Y方向傾き（バーの先端上下）
目標： 3連続で XとYの合計2度以内

水準器チェック



動画でフォームチェック



ここだっ！！

目線が下がって前傾になっとる！
この瞬間に姿勢が崩れとる！

水平が狂う原因はこれかもな！

修正してみよう！



目線を下げずに・・・

目線を下げずに・・・



修正⇔チェックの繰り返し



傾斜がない状態だったら
クセが出づらいかも。
テストしてみよう。



正面と横、2方向から撮影
するとわかりやすいな。



切削テストは問題なし。
やっぱり原因は
伐倒フォームかなぁ。。

目立てチェック



グリップの位置はここで、
目線を下げずに、
腰を落として・・・。
水平水平水平・・・。



修正⇔チェック

修正⇔チェック

修正⇔チェック



修正⇔チェック



訓練後の丸太（0.5日分）



あれとこれに注意して。。
今度こそ！！

水平水平水平・・・。



（よっしゃ。）

“ゼロゼロ”



3人そろって“ゼロゼロ”



17人が見守っています。



R6.3 見学＆体験会

R5.7 合同研修会



さいごに

私たちの取組にご支援いただきありがとうございます。

「安全に」「丁寧に」「体系的に」
新人を育てることはとても難しいです。

まだまだ指導方法は模索中ですが、
基礎技術の反復練習に効果があることは

実感できており、これからも継続していきたいです。

彼らが事故なく定年を迎えられた時に初めて、
“安全教育が実った”と言えると考えています。

私たち、この子達を、
これからも見守っていてください。


